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検　索

元
号
が
「
令
和
」
に
変
わ
り
ま

し
た
。「
令
和
」
に
込
め
ら
れ
た
願

い
は
、「
平
和
が
続
き
、
国
民
一
人

ひ
と
り
が
明
日
へ
の
希
望
を
持
ち
、

誰
も
が
個
性
を
輝
か
す
こ
と
」
と

い
わ
れ
て
お
り
、
明
日
へ
の
希
望

や
個
性
の
尊
重
は
、
人
権
擁
護
の

精
神
に
通
じ
る
も
の
を
感
じ
ま
す
。

ま
た
今
年
は
、
18
歳
未
満
の
子

ど
も
の
権
利
を
尊
重
す
る
と
し
た

「
子
ど
も
の
権
利
条
約
」
採
択
30
周

年
、
批
准
25
周
年
で
す
。
こ
の
条

約
に
は
子
ど
も
の
権
利
と
し
て
、

「
生
き
る
権
利
」「
育
つ
権
利
」「
守

ら
れ
る
権
利
」
な
ど
が
定
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
が
昨
今
、
父
親
の
「
し

つ
け
」
名
目
で
の
暴
力
に
よ
る
女

児
の
痛
ま
し
い
事
件
が
相
次
ぎ
ま

し
た
。
条
約
に
定
め
る
「
生
き
る

権
利
」
を
親
に
奪
わ
れ
る
と
い
う

事
態
を
受
け
、
児
童
虐
待
防
止
法

が
改
正
さ
れ
ま
す
。
改
正
案
で
は

親
権
者
に
対
し
て
、
し
つ
け
名
目

で
の
子
ど
も
へ
の
体
罰
禁
止
を
明

記
し
て
い
ま
す
。

暴
力
は
、
た
と
え
監
護
教
育
の

た
め
に
行
わ
れ
る
場
合
で
あ
っ
て

も
、
子
ど
も
の
心
と
体
の
調
和
、

す
こ
や
か
な
成
長
と
発
達
に
マ
イ

ナ
ス
の
影
響
を
与
え
る
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。「
令
和
」
が
、
そ
れ
に

込
め
ら
れ
た
願
い
の
と
お
り
、
体

罰
の
み
な
ら
ず
、
子
ど
も
の
虐
待
、

い
じ
め
な
ど
の
暴
力
の
無
い
世
の

中
に
な
る
こ
と
を
願
っ
て
や
み
ま

せ
ん
。

特
別
寄
稿

新
元
号
と
子
ど
も
の

人
権
に
つ
い
て

可
児
市
市
民
部
長
　
杉
山
　
修

「はぐくもう おもいやりの心」を
みなさまと共に

可児市人権啓発センター事務所は、可児市総合会館 2Fに移転しました。

まわ太さん（父）

カイ子さん（母）

まゆちゃん

きいと君

祝本センター
設立28周年 祝機関紙発刊

70号記念

ぬ
く
も
り
人
権
啓
発

「
標
語
と

　3
0
0
字
小
説
」

●
テ
ー
マ

人
と
し
て
の
あ
り
よ
う
の

「
道
徳
的
な（
希
望
・
勇
気
・

友
情
・
忍
耐
）の
大
切
さ
・

尊
さ
」に
つ
い
て

※
小
説
は
会
話
を
い
れ
る

こ
と

●
応
募
資
格

市
内
在
住
の
人

（
小
中
学
生
）（
高
・一
般
）

●
応
募
方
法

は
が
き
の
表
に
住
所
・
氏

名
・
電
話
、裏
に
作
品（
小

説
1
点
、標
語
2
点
ま
で
）

●
応
募
締
切

9
月
6
日（
消
印
有
効
）

●
入
賞
作
品
数

標
語
約
30
点
・
小
説
約
7

点
●
入
賞
発
表

11
月
初
旬
本
人
通
知

（
小
中
学
生
は
、学
校
か

ら
）

●
作
品
展
示（
入
選
）

人
権
週
間
前
後（
11
月
30

日
〜
12
月
15
日
）

市
図
書
館
等
で
展
示

ま
た
機
関
紙「
ぬ
く
も
り
」

等
に
掲
載

＊
入
賞
者
に
は
、表
彰
状
と

図
書
カ
ー
ド
を
贈
呈

＊
小
中
学
生
は
全
て（
応
募

〜
）学
校
か
ら

●
あ
て
先

本
セ
ン
タ
ー
宛（
本
表
紙

ご
参
照
）

集集
募募

第
19
回

ぬくもりまゆちゃん家族
（本センターキャラクター）

70号

2019

令和元年
7月 1日発行

心新たに飛翔

みなさまのおかげです！



令和元年度の活動と平成30年度報告のあらまし令和元年度の活動と平成30年度報告のあらまし

人権相談

学校・企業啓発

ご相談ください。コーディネートします！

やっちゃだめ！自分がされて　いやなこと
開催校：東明小・今渡北小

人権教育サポート

街頭啓発活動

福祉センター：ホワイエ

マンガ原画展

人権啓発旗掲示

人権週間（12月4日～10日）
●ぬくもり本（人権本）を巡回
●小学校2コース
●児童用（各65冊）
●１ヶ月毎に巡回
●スタート5月（毎年）
読書しおり差し上げます。

継続発信
（随時更新中）

●センターの沿革

●お知らせ

●今週のビタミン

●ぬくもり日記（活動報告）

●ぬくもり4コマ「マンガ」

ホームページ

人権本巡回制度
（ぬくもりブックス・フロー）

ぬくもり標語・300字小説募集

機関紙（ぬくもり）
（全戸配布・年3回）

応募総数：3,460点（過去最多）

ぬくもり講演会ぬくもり教室

冨田市長に意識調査結果報告

第9回市民人権意識調査（４年毎）

協力：可児市民生児童委員連絡協議会
テーマ：外国人の人権

こ
の活動は、皆様と共にあり

ます
！

平成
30年度活動報告
達成！達成！〈

１

万人
啓発運動

〉

啓発人口実績
11,888名
（目標9,500名）

「子どもの人権教育と
障がい者人権への取り組み」
（「互いに思い合い、支え合い、助け合う！」）
～大人たちのぬくもりある自覚から～
　　　　　　　未来ある子どもの育みを！理念 人は差異・多様ゆえに認め、学び合う人間主義で！

啓発人口　10,000名／年
（本センターの活動に関わり合った人数）

目標 重点

調査対象者：市民男女各500人
調査項目：17質問
（今回1項目をLGBTに
関する質問に変更）
回答者：415人

人権マンガ「ぬくもりまゆちゃん」入り

テーマ：子育ての大切さ
講　師：三羽佐和子

元加納幼稚園長
現 東海学院短期大学教授

日　時：令和元年12月6日（金）
午後1時30分～3時

場　所：可児市福祉センター
募集人数:80名

※詳細は、機関紙11月号にて

子どもの人権講演会
本センター会長　斉藤美智子

　「令和の新しい年」に呼応して、本センターも
「設立 28 周年」となり、この佳節にあたり事務
所の移転と事務局の体制も新しくなりました。
そして機関紙も「創刊第 70 号」です。本センター
も、より一層市民の皆様に寄り添い、人間らし
い幸せな人生となれますよう、スタッフの皆様
と共に行事などに精励してまいります。どうぞ、
今後ともよろしくご支援を賜りますようお願い
申し上げます。
� （令和元年 7 月 1 日）

会 長 挨 拶こ
れ
か
ら
人
権
が
目
指
す
べ
き
も
の

　
子
ど
も
の
力
強
い
生
き
方
、
生
き
る
術

を
ど
の
よ
う
に
育
成
し
て
い
く
か
が
大
切
。

そ
の
た
め
に
、
本
セ
ン
タ
ー
は
何
が
で
き

る
の
か
を
考
え
て
い
き
た
い
。
さ
ら
に
、

こ
の
こ
と
が
学
校
教
育
や
家
庭
教
育
に
資

す
る
こ
と
は
何
か
を
考
え
て
い
き
た
い
。

子
ど
も
の
人
権

ア
ピ
ー
ル

2



　最近は「子どもへの虐待」が多発し、耳をおおいたくなる惨事が起こっていま
す。何かあった時、守り育む親からの体罰は、特に抵抗の術

す べ

を知らない子どもに
とり恐怖であり、法的にも許されることではありません。昨今の死に至る事案はあるが、特に実母によること
が最も多いことからこのことを考えてみたいと思います。

被害者数［摘発］（警察庁まとめ）：2018 年の 1 年間 1394 人
相談件数（児童相談所まとめ）：H29 年度 13 万 3778 件

親の要因
・育児不安（子育てがうまくいかないなどの不安・ストレス

など）
・親自身の虐待された経験（トラウマ）
・病気・障がい（体調不良による育児能力の低下）
・精神的不安な状態（産後うつやアルコール依存など）
子どもの要因

・子どもの気性（かんしゃくが激しいなど）
・病気・障がい（先天性異常の疾患・発達の遅れなど）
家族をとりまく要因

・核家族化によるもの（育児の相談者がいない）
・不安定な夫婦関係（常に夫婦げんか・DV・夫の育児無関心）
・経済的不安（不景気による収入低下、失業など）
・地域から孤立（近所づきあいがうすい）

複写禁止
3

特集「子どもの虐待について」
～「体罰」による「しつけ」は許されません！～人権侵害です！

子どもの権利には、「生きる権利」「守られる権利」「のびのびと育つ権利」「参加する権利」があります‼

背景には？１

　人の一生には立ち行かないことが多いので、受援力（助けを受ける思い）を身に付ける
ことも大切です。防止には？4

　主張！5

２ 虐待とは？ ３ 発生要因には？

本年は、国連「子どもの権利条約採択30周年」

身体的
（体へのケガをさせるなど）

なぐる
ける

たおす
かける（熱湯・冷水など）

やけど

放棄（ネグレクト）
（病気時に不通院、長時間放置）

食事なし
一人ぼっち

私服着替なし

心理的
（自尊心を傷つける）

バカ！死ね！（大声で）
無視

兄弟間差別

性的
（実母からは皆無）

子どもに対して
性的なイタズラをする

など

人権的に言います。どうあれ、親を責めないで！ 親も傷ついているからです！ 助けを求めています！
人生の過程で起こることはやり直せます。皆んなで助け合っていきましょう！

　「自分の子を守ることは人間や動物など全てのものが身に付けています。種の保存の原則というより、愛情だとされて
います。人間は高度な精神を身に付けていることから、多くの状況判断をしながら育

はぐく

むため、心配事が増えるようです。
このことからストレスが大きくなると言われます。
　いずれにせよ親も子も人間として生を受けて一生を送ることですので、生涯幸せになれるよう、まわりの人達の支援こ
そ互いの大切な役割と考えます。

人間の鬼畜化の要因

・「しつけ」は子ども自身の力で自分の行動や感情をコントロールできるよう育てることです。
・「体罰」は大人が決めつけて子どもに押しつけ、聞かないとき叩く、力や権力で子どもを支配することです。

しつけと体罰の違い

　こうした要因は、全てあなたや誰かの責任では、ありま
せん！状況に応じて子育て相談は、市等に相談ください。

本人達の対応 国等の対応 市・団体等の対応
（子育て相談へ）
①愛の子育て「ほめ方、叱り方等」
②妊娠～子育ての包括支援を受ける（可児市推進中）
③自治会加入
④生活補助（市へ）
⑤夫・家族等の援助強化

（児童虐待防止法等の改正 = 国会で推進中）
①民法「懲戒権」の改正＝しつけに体罰を禁止に！
②児童福祉法の改正
③学校等と警察の連携強化
④全国情報共有システムと運用ルールの統一化
⑤児童相談所と婦人相談所の連携強化

①市の経済支援強化
②学校と警察との連携
③民生委員・自治会・近隣者の

声掛け、在宅支援の充実等
④家庭教育学級等での話し合

い

相談は、「１８９」（全国共通ダイヤル）へ

3



住みごこち一番・可児ー若い世代が住みたいと感じる魅力あるまちの創造

はぐくもう 思いやりの心

人権啓発シンボルマーク

人権擁護都市かに

《
あ
ら
す
じ
》
こ
の
話
は
、
不
登
校
で
苦
し
む
中
学
２
年
生
Ａ
君
と
幼
稚
園
時
の
担
当
先
生
の
温
か
な
交
流
実
話

で
す
。
先
生
の
激
励
と
実
践
で
、
生
徒
は
一
念
発
起
で
き
、
幼
稚
園
の
先
生
に
な
り
ま
し
た
。

★
あ
る
日
、
偶
然
Ａ
君
の
お
母
さ
ん
か
ら
「
息
子
が
中
学
校
不
登
校
に
な
っ
て
い
る
」
と
聞
き
ま
し
た
。
そ

の
失
意
の
姿
に
心
配
し
、
何
と
か
で
き
な
い
か
と
思
い
ま
し
た
。

★
園
長
先
生
に
話
す
と
、「
卒
園
生
は
い
つ
来
て
も
い
い
の
よ
」
と
言
わ
れ
、
思
い
切
っ
て
Ａ
君
に
電
話
し

ま
し
た
。「
Ａ
君
に
会
い
た
い
の
で
園
に
来
な
い
？
」
と
話
し
ま
し
た
。
そ
の
数
日
後
、
Ａ
君
は
ぽ
つ
ん
と

一
人
で
や
っ
て
来
ま
し
た
。「
よ
く
来
ら
れ
た
ね
、
す
ご
い
ね
」
と
歓
待
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
笑
顔
も
な

く
反
応
も
少
な
く
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。

★
園
長
先
生
か
ら
も
、「
い
つ
来
て
も
い
い
の
よ
、卒
園
生
だ
も
の
」
と
言
わ
れ
、Ａ
君
は
嬉
し
そ
う
で
し
た
。

そ
れ
か
ら
時
々
来
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
中
学
校
に
も
許
可
を
受
け
、自
分
の
席
の
隣
に
机
を
並
べ
、「
絵

が
好
き
だ
っ
た
よ
ね
」
と
、
園
の
時
間
の
余
裕
を
見
て
は
絵
を
描
か
せ
て
も
、
始
め
は
ゲ
ー
ム
の
戦
闘
シ
ー

ン
の
暗
い
ぞ
っ
と
す
る
絵
で
し
た
。
し
ば
ら
く
し
て
、
Ａ
君
は
母
や
兄
弟
の
こ
と
、
友
達
の
こ
と
ま
で
話
す

よ
う
に
な
り
、
日
に
日
に
絵
も
明
る
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。

★
一
学
期
後
、
毎
日
来
園
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
が
、
中
学
校
か
ら
、
こ
の
ま
ま
で
は
高
校
入
学
が
で
き

な
く
な
り
ま
す
、
と
の
こ
と
。
と
こ
ろ
が
、
県
に
は
中
学
生
対
象
に
「
職
業
ト
ラ
イ
ア
ル
」
制
度
が
あ
る
こ

と
が
分
か
り
、
園
長
が
許
可
し
て
く
れ
て
、
Ａ
君
は
喜
び
、
実
施
後
は
、
朝
は
皆
よ
り
早
く
来
園
し
て
、
庭

や
下
駄
箱
掃
除
を
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。挨
拶
も
し
っ
か
り
で
き
、園
児
か
ら
も
大
人
気
に
な
り
ま
し
た
。

★
勉
強
に
も
挑
戦
し
て
、
気
づ
け
ば
毎
日
３
時
間
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
自
信
も
つ
い
て
来
た
よ
う
で
、
中

学
校
の
中
間
テ
ス
ト
も
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

★
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
か
ら
「
信
頼
関
係
が
で
き
て
い
る
の
で
、
Ａ
君
に
学
校
に
行
く
よ
う
促
し
て
ほ
し
い
」
と

言
わ
れ
、
そ
う
Ａ
君
に
話
す
と
「
明
日
か
ら
一
人
で
学
校
に
行
き
ま
す
」
と
言
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
校

門
ま
で
見
送
る
と
、
そ
の
日
の
テ
ス
ト
を
一
人
で
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。「
俺
、
学
校
に
行
け
る
！

頑
張
れ
る
」
と
言
い
ま
し
た
。

★
そ
の
後
、
Ａ
君
の
２
回
目
の
卒
園
式
が
、
園
長
先
生
は
じ
め
全
職
員
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
園
長
先
生
は
、

赤
飯
を
炊
い
て
く
れ
ま
し
た
。
Ａ
君
は
、
お
礼
の
カ
ー
ド
を
全
職
員
に
渡
し
ま
し
た
。
そ
こ
に
は
、
全
員
の

か
わ
い
い
笑
顔
が
描
か
れ
て
い
ま
し
た
。
皆
で
涙
を
流
し
合
い
ま
し
た
。

★
そ
の
後
、
幼
稚
園
の
先
生
を
目
指
し
て
高

校
か
ら
専
門
学
校
に
行
き
、
幼
稚
園
教
諭
免

許
と
保
育
士
の
資
格
を
取
り
、
昨
年
「
認
定

子
ど
も
園
」
に
就
職
で
き
た
の
で
し
た
。

「
就
職
お
め
で
と
う
」
の
メ
ー
ル
に
は
「
先
生

の
よ
う
な
忘
れ
ら
れ
な
い
先
生
に
な
れ
る
よ

う
が
ん
ば
り
ま
す
。」と
返
信
が
あ
り
ま
し
た
。

★
「
考
え
議
論
す
る
道
徳
」

と
い
う
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー

ズ
で
、
小
中
学
校
で
道
徳

が
教
科
に
な
り
ま
す
。
こ

れ
で
い
じ
め
や
、
自
殺
等

が
少
し
で
も
減
る
と
い
い

な
と
思
う
の
で
す
が
…
。

�

（
Ｍ
・
Ｋ
）

★
難
し
い
で
す
ね
人
権
っ

て
。
友
達
と
手
を
つ
な
ぐ
、

心
を
つ
な
ぐ
、
自
分
の
気

持
ち
を
相
手
に
伝
え
る
、

相
手
の
気
持
ち
を
聞
く
、

そ
う
し
て
思
い
や
る
事
が

で
き
る
子
に
な
っ
て
欲
し

い
と
思
い
ま
す
。�（
Ｔ・Ｍ
）

★
疲
れ
て
い
る
時
は
と
く

に
感
謝
を
伝
え
る
こ
と
を

心
が
け
て
い
ま
す
。
い
つ

も
の
優
し
さ
が
身
に
染
み

て
嬉
し
い
の
で
「
何
も
し

て
な
い
よ
？
」
と
言
わ
れ

て
も
「
あ
り
が
と
う
」
が

伝
え
た
い
の
で
す
。

�

（
Ｍ
・
Ｗ
）

★
「
人
権
啓
発
セ
ン
タ
ー
」

は
、
県
下
に
3
施
設
あ
り

ま
す
。
一
つ
は
、
岐
阜
県
、

こ
れ
は
岐
阜
県
庁
内
に
、

二
つ
目
は
、
岐
阜
市
、
三

つ
目
は
、
本
セ
ン
タ
ー
で

す
。
私
共
は
、
事
務
局
の

他
に
、
地
域
か
ら
推
薦
さ

れ
た
役
員
・
推
進
員
の
皆

さ
ん
と
活
動
を
行
っ
て
お

り
ま
す
。
今
年
で
設
立
28

周
年
と
な
り
、本
セ
ン
タ
ー

ス
タ
ッ
フ
と
共
に
、「
住
み

や
す
い
人
権
の
ま
ち
可
児
」

が
広
く
浸
透
す
る
よ
う
人

権
啓
発
活
動
を
続
け
て
参

り
ま
す
。
今
後
と
も
ご
協

力
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。�

（
Ｍ
・
Ｈ
）

�

（
編
集
者
：
Ｍ
・
Ｈ
）

［
啓
発
の
ひ
か
り
］

心のドアちょっといい話

不
登
校
中
学
生
の
才
能
の
発
芽
を
！

幼
稚
園
時
の
担
任
先
生
が
！

● 

江
戸
初
期
の
儒
学
者
『
中な

か
え江
藤と

う
じ
ゅ樹
』
は
ご
存

知
で
し
ょ
う
か
？
藤
樹
は
身
分
差
別
の
な
い

平
等
思
想
を
唱
え
、
弟
子
や
町
民
達
に
『
近お

う

江み

聖せ
い
じ
ん人
』
と
呼
ば
れ
尊
敬
さ
れ
た
人
物
で
す
。

● 

そ
の
藤
樹
の
代
表
的
な
言
葉
で
、『
五ご

じ事

（
貌 

言 

視 

聴 

思
）
を
正た

だ

す
』
が
あ
り
ま
す
。

『
五ご

じ事
を
正た

だ

す
』
と
は
、（
貌ぼ

う

）
和
や
か
な
顔

つ
き
を
し
、（
言げ

ん

）
思
い
や
り
の
あ
る
言
葉
で

話
し
か
け
、（
視し

）
澄
ん
だ
目
で
物
事
を
見

つ
め
、（
聴ち

ょ
う

）
耳
を
傾
け
て
人
の
話
を
聴
き
、

（
思し

）
真
心
を
込
め
て
、
相
手
の
事
を
思
う
。

● 

人
は
一
人
で
は
生
き
て
い
け
ま
せ
ん
。
人
に

助
け
て
も
ら
い
生
き
て
い
く
。
だ
か
ら
こ
そ

他
の
人
の
心
身
に
配
慮
し
て
、
互
い
に
支
え

合
っ
て
、
生
き
て
い
く
事
が
重
要
で
あ
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？

● 

人
権
と
は
、
難
し
い
も
の
で
は
な
く
『
人
を

思
い
や
る
気
持
ち
』
を
常
に
持
ち
続
け
る
こ

と
で
、
自
分
の
人
権
を
守
る
事
に
繋
が
る
の

で
す
。

「
貌ぼ

う 

言げ
ん 

視し 

聴
ち
ょ
う 

思し

」

可児市人権センターだより
（機関紙発行の合間のたより）

《
コ
メ
ン
ト
》
ど
ん
な
人
で
あ
れ
、
そ
の
人
で

な
け
れ
ば
果
た
せ
な
い
使
命
が
あ
る
。
誰
し

も
、
何
か
の
才
能
の
芽
を
持
っ
て
い
る
の
で
、

そ
れ
を
伸
ば
す
た
め
に
、
信
じ
て
あ
げ
る
こ

と
だ
と
思
い
ま
す
。�

（
文
責
：
Y
・
K
）

（当センター職員による作品です）

〈自然と共に生きよう〉
作・画：miho／監修：m・h

30

小
さ
い

魚
が
い
た
�

あ
!

こ
っ
ち

に
も

可
児
川
に
て
─

あ
れ
？

お
兄
ち
ゃ
ん
が

い
な
い
よ
…

ほ
ん
と
に
ね

ど
こ
行
っ
た
の

か
し
ら
…

セ
ミ
が
い
た

か
ら
つ
か
ま
え

ち
ゃ
っ
た

ポ
ケ
ッ
ト
に

入
れ
て
持
っ
て

帰
ろ
う
か
な
～

ポ
ケ
ッ
ト
は

や
め
て
ー

ギ
ャ
ー

け
ん
め
い
に

生
き
て
ね
ー

し
か
し
そ
れ
は
自
己
主
張
す
る
能
力

が
健
全
に
育
っ
て
い
る
証
拠
で
す

子
ど
も
は
自
己
中
心
的
か
も
し
れ
ま

せ
ん

「
教
育
実
践
講
話
」
再
聴
記
事

4

セ
ミ
さ
ん

さ
よ
う
な
ら


